
｢巡検会報告」

大分県姫島及び国東半島の火山地質巡検

1．はじめに

8月10日（金）～121:1(B)の3日間に

わたって，人分県姉島及び国東半脇の巡検が

行われた．大変興味深い地噴が多く，楽しく

巡検に参加させていただいた．この報告では，

3日間の巡検の詳細について述べる．

初日は,JSJiSII寺半,20人が車5台に分乗

して，熊大の大教センター前を出発した．や

まなみハイウェイを通り，湯布院インターで

高速道にのった．大分道から宇佐別府道へ別

れて，院内インターを降り，宇佐市にある風

土記の丘で昼食をとった．ここで大分の郷司

先生が合流された．その後，早速，国東半島

の両子火Ill周辺の地質を観察した（図-1).

その後，伊美港でフェリーに乗船し，姫島へ

と向かった.

2HHは,i!ﾘlから1IIをかけて，姫島の巡

検を行った（図－2)．城山火Illや稲積火山な

どの姫島火Ill群や丸石脚胴などの堆積岩類な

どを観察した．ル1食をとった後は，猛暑のた

め，2時間ほど休憩をとることになった．そ

の後，追崎火砕流,西浦火砕サージ，堆穂岩

類の連続露頭を観察した．

3日'二|は，姫ﾙﾙの城Ill火砕丘を観察し（図－

2)，姫島港でフェリーに乗船し，国東半島へ

戻った．伊美港上陸後，竹|Ⅱ津港近くに露出

する両子Ill起源といわれる土石流を観察した

(図-1).その後，州路についた．

2．巡検地域概略

以下に，岡Ill(2000)および伊藤ほか

(1997)をもとに，国東半島および姫島の地

質の概略について記述する．

国東半島の地質は雅本的に本地域の基盤を
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なす領家変成岩・花岡岩類とその上を広く覆

う古期火山|脳出物ならびに新期火111噴出物で

あるI.IU子火山料知で代表される．変成岩類は，

片麻料および裳Iﾘ片岩・角閃石片治からなり，

それらから得られる放射年代にもとづくと，

地厩年代は白.'Hi紀を示している．花尚岩類は，

黒雲母トーナル粉からなり，これから得られ

る放射年代も，白'Ill紀を示している．国東半

島地域の新第三系～第四系は，下位から，宇

佐層，鷲ノ巣岳安Ill岩，描岳安山岩，馬場尾

層，奥台山鱗岩，阿蘇火砕流，段丘堆積物か

らなる．

姫島は全体が第四紀更新-fitの溶岩，火砕岩，

〆与．
＝刺

図－1国東半島巡検ポイント位置図

（5万分の1地形図「姫島」「鶴川」使用）



図－2姫島巡検ポイント位誘図（2万5千分の1地形図「姫島」使用：

および堆職岩類からなり，唾|東半島で見られ

る古期埜盤岩である領家変成岩・花樹岩は僻

出していない．堆積岩類は，下位より，丸石

鼻層，川尻牒層，唐戸臓と区分され，フィッ

ション・トラック年代および化石によって，

鮮新世般末期～更新世Il'期とされている．股

上位の姫島火山群は更新世巾期に噴出したり￥

通角閃石デイサイト質および流紋岩質溶岩・

火砕岩からなり，大海・矢箸儒・金・稲職・

城山・達磨山・浮洲の7火山が識別されてい

る．しかし，矢筈岳火山が大海火山を殺って

いる外は，相互の噴出順序は不明である．火

山形態としては，矢筈岳・達磨山・金火山な

どの溶岩ドーム群と大海・稲横・城山・浮洲

などの火砕丘がある．とくに，城山火山は側

音崎付近に好露頭が見られる城山溶岩の黒m

石で特徴づけられる．この黒|服石は瀬戸内海

地方を中心とする西南日本一帯における細文

時代の石器の供給源としてよく知られている

3．巡検地解説

今回，3日間で観察した巡検地と内容を以

下に紹介する．

8月10日（金）

(1)両子火illの凝灰角牒砦
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この瀧頭は当初予定になかった場所である

が，大分地学会の郷司先生に案内していただ

き解説していただいた．並石ダムの展望所か

ら遠望した対岸の露頭は，凝灰角牒岩又は凝

灰集塊岩からなる山体であり，成層榊造が発

達している．修験道の修行に使われる穴が空

けられている（写真－1)．

写真－1両子火山の凝灰角牒岩又は凝灰集塊

岩（ポイント1）

(2)両子火山ブロックアンドアッシュフロー

堆積物

両子火山溶岩ドームの崩落によって発生し

たと思われるブロックアンドアッシュフロー

(火山岩塊火山灰流）堆積物である．同様の

堆積物は雲仙普賢岳の1991年から本格的に



写真－2両子火山ブロックアンドアッシュラ

ロー堆積物中の冷却節理の発達した岩塊（ホ
イント2）

始まった活動でも見られた．また，高淵で流

動し堆積するブロックアンドアッシュフロー

には冷却節理の発達した岩塊（写真－2）や

パイプ°吹き抜け椛造，堆積物の上部が高温の

ため酸化しているなどの特徴が見られる．こ

の露頭では，冷却節理の発達したブロックが

見られ，またこれらのブロックの間を充填す

る基質はブロックと同質の細粒な粒子からな

る．露頭全体が赤色化しているのは崩落前に

溶岩ドームが高温な状態でゆっくりと冷やさ

れたことを表している．また，堆績物の中の

比較的扇平なブロックが-一定の方向へ向かっ

て堆積する覆瓦術造が観察され，向かって右

から左の方|可へと流れてきたことがよみとれ

た．

(3)両子火山溶岩ドームの岩石

小雨の降る中の観察となったが，ここでは

溶岩ドームを形成している岩石の一部を見る

ことが出来た．溶岩ドームの岩石はさらさら

と水平に近い状態で流れてきたものではなく，

粘性が高いため磯り上がるように噴出したも

のである．ここでは流理に沿って発達した板

状節理が見られた．

(4)火砕流又は土石流堆積物

ここで見られる堆積物は(2)両子火山ブロッ

クアンドアッシュフローの露頭で観察された

ような冷却節理などブロックアンドアッシュ

フローであることを示す特徴が乏しい．やや

ブロックが円磨されており冷却節理などは見
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られない．しかし，比較的小さな（約3cm以

下）ブロックでは角張ったものが目立ち，ブ

ロックアンドアッシュフローの堆積物か，そ

の堆積物が降雨などにより二次的に流動した

土石流堆積物かの判断が難しい．さらに検討

するにはブロックアンドアッシュフローと土

石流との違いの1つである雌積時の温度を調

べることによって|ﾘ]らかにすることが出来る

-一般にブロックアンドアッシュフローは溶岩

ドームが完全に冷やさる前（キュリー温度以

上）に崩壊して発生することが多い．しかし，

水を媒介として流動する土石流の場合は比較

的低温で堆積する．この違いから堆積物中の

磁性鉱物がキュリー温度以下に冷却する際に

狸得する熱残留磁化の方位を測定することに

よってその唯積物がキュリー温度以上の高温

で流動し堆積した火砕流堆積物であるか，土

石流堆積物であるかを判断することが出来る．

(5)1.7Maデイサイト軽石流

この軽石流堆積物（写真－3）は姫島地域

の地質（伊藤ほか，1997）では竹田津凝灰岩

とされている．海岸線沿いに見られるこの露

写真－3軽石流堆積物（ポイント5



頭は，(2)両子火山ブロックアンドアッシュフ

ロー堆積物で見たような堆積物とは違い堆積

物Illに含まれるブロックがほとんど軽石から

なる軽石流堆積物とよばれるタイプ｡の火砕流

堆積物である．下部約5mに11離石を多量に含

んだI離石流があり，上位には，ブロックをほ

とんど含まないフローユニットとよく円磨さ

れたブロックからなる土石流堆積物が厚く堆

積している．
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(6)城山溶岩

城山溶岩は流紋岩質の溶岩であり，海岸付

近では急冷により黒雌石（写真－4）が大晶

に形成されている．黒l服石は真っ黒なものと

やや白みがかったものがある．注意深く黒暇

石を観察すると小さなざくろ石の斑晶を見つ

けることができる．

写真－4城山溶岩中に見られる黒曜君

（ポイント6）

(7)城山火砕丘

この露頭は現在採石場として利用されてお

り許可を得て見学させてもらうことになった

ここでは，下位に城山火山からI噴出した白色

のデイサイトの溶岩流があり，その上位には

湖（火口湖？）堆積物と思われる細かい層理

の発達した厚い堆積物が見られる．この堆績

物の中には火山豆石（写真－5）が見られた≦

(8)柱ケ岳溶岩

柱ケ岳溶岩は稲積火山から|噴出した普通角

閃石デイサイト質溶岩である．流理椛造が発

達している．また，ここではスパイラクルと
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写真－5火口湖？堆積物中に見られる火山豆

石（ポイント7）

呼ばれる柵造を観察することができる．スノ

イラクルとは溶岩流基底部に見られる内壁が

不規則な形で急冷術造を持った空洞である．

溶岩流が湿地帯ないし-'一分湿った表土を覆弓

た際に，多量の水蒸気が生じ，二次的に溶岩

流底部で爆発が起こり空洞を作る．下位層の

破片が空洞内の一部に詰まっている．高さは

数十cm～10mである．

(9)稲積火砕丘

この露頭では，稲穂火山の脳出物から榊成

される火砕丘の断ifiiを見ることが出来た（豆

真一6)．幾屑ものフローユニットに分かれ一

おり,'I'には角ばった直径3cm程の篠が上ﾌJ

に向かって粒径が大きくなる逆級化櫛造を見

ることができた．逆級化椛造はl噴出物が火口

の近くで斜而を転がり落ちる転勤堆積物に-、

く見られる．

写真－6稲積火砕丘の露頭（逆級化構造が見られ
る）（ポイント9）

(10)追崎火砕流／達磨山溶岩

この露頭は追崎火砕流と呼ばれる軽石を多



く含む軽石流堆積物の露頭である（写真－7）

この追崎火砕流堆積物は軽石と黒11雅石をとも

に多く含むという特徴的な様相を示している．

この原因についてはっきりしたことは分かっ

ていないが，軽石をI噴出するよりも以前の活

動でl噴出した溶岩流が海水によって急冷され

黒雌石となり，火道をふさいだところに!|緊石

l噴火を起こすような離件が火道内でおこり，

黒m石を取り込んで発生したものではないか

と考えられている．

写真－7達磨山溶岩を覆う追崎火砕流

（ポイント10）

(11)追|崎火砕丘の断m

ここでは，追崎火砕丘の断而を観察するこ

とができる．しかし，今1回Iは草木が生い茂っ

ており遠望したのみで十分観察できなかった．

(12)西油火砕サージ堆砿物

この露頭はクロスラミナの発達した火砕サー

ジ堆積物を見ることが出来た（写真－8)．火

砕サージ堆積物とは流動層が火砕流よりも希

薄で，火道内から|噴出したガスとIll粒な粒子

とからなり高速かつ高温で流れるものである．

写真－8クロスラミナの発達した西浦火砕サー
ジ堆積物（ポイント12）
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雲仙瞥掻岳の|噴火の|際に大野木場小学校を襲っ

たものがその例である．ここでは，インパク

ト柵造が見られた．これはやわらかく堆積し

ていた火砕サージ唯積物に火口からI噴出され

たブロックが勢いよく降下した際にできたく

ぼみであると思われる．

(13)堆積岩類の連続露頭

ill鳩の東南部には火砕物からなる恥砧岩類

の述統露頭が見られる．まず車を止めた場所

では，臓厚が数十mあり，いくつもの断胴が

発達している（写真－9)．また，そのやや東

方の撫頭では県指定の天然記念物である引き

ずり柄'illlが見られた（写真-10).引きずり

Millとは，二つの問い臆に挟まれた軟弱な層

に地殻の変動等で側圧が加えられ，地層中

に府草瓦のような棋様が連なってできた堆積

柵造である（姫島村役場ホームページより醗

川)．

写真－9矢筈岳南斜面に見られる露頭

（ポイント13）

写真-10大海地区に見られる引きずり摺曲
（ポイント13）






